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I. 医学および医療の水準の向上への貢献が日本医学会分科会にふさわしいと考えられる貴学会の独自
の活動を以下に留意して記載をしてください。 
a. 特に学術的に重要と考えられるもの 
 本学会は，広く健康を考察することが使命であり，細胞・動物実験から公衆衛生学的なリアルワール
ド研究まで，会員の学術的興味に従って研究がなされている．ただし，その基盤は人類生態学であり，
個体群としてのヒトの集団による行動が，どのように健康に結びついているか，という側面から観察さ
れることが重要な点である．近年，anthropotheneという言葉が提案され，holocene を引き継ぐ地質時
代としての採用は見送られた（2024）ものの，人間活動が地球レベルの環境に影響を与えるようになっ
た事実は変わらず，健康・ウェルビーイングを考える上で，ますますその重要性が増している． 
 また，医学領域にとどまらず，社会人文科学的な方法論も積極的に包摂してきており，複数のセクタ
が協力しなくては解決のおぼつかない地球環境問題への道筋をつけることに貢献している． 
 
ｂ.当該領域における国際的な役割 
 学会として国際的な組織との交流が頻繁に行われている状況ではないが，会員各自が国際的な場で
重要な研究を発信している．一例を挙げれば，地球温暖化の健康影響，その対応策に関する Lancet の
コメンタリー(The Lancet 398 (10301), 698-708, 709-724)に会員が名を連ねているし，国際的な気象・
大気汚染と健康との関連を探っている MCC Study にも Scientific Committee member を含め，複数名
が関与している．また，Society for Human Ecology （ヨーロッパ，北中南米，アジアで開催歴あり）
や International Society for Environmental Epidemiology には、例年複数の会員が参加し，セッション
の企画，各国関連学会の活動を伝えるセッションへの参加をしている．また，Future Earth, Planetary 
Health Alliance といった国際的イニシアチブの運営委員会にも会員が参画している． 
 
ｃ.活動からもたらされる社会的な意義 

 本学会の負の側面として，当初，優生保護法に加担してきたことが挙げられるが，その誤った方向に
ついて反省し，旧学会の設立当初の優生思想とのかかわりについて外部研究者による招待講演を行う
など，社会的に正しい方向へ向かうべく努力を続けている．NHK などの優生保護法による誤った避妊
処置などに関する報道にも積極的に協力している． 
 
 
ｄ.学会運営上留意している点 

 会員数減少など表面化してきた学会活動の種々の問題に対処するため，学会活性化を目的としたワ
ーキンググループを立ち上げ(2014)，学会の運営や体制の見直しを行った．その結果，長年修正するこ
とのなかった会則を刷新し，運営体制の見直し（理事会の役割の明確化、学生会員制の導入など）や連
携研究会の立ち上げなどを行って，法人格を持つ諸学会の体制に近づける形で整備を行い，組織運営の



自由度を保ちつつ，ガバナンスにも配慮する形とした． 
 会員数減少に伴う予算確保については，学会誌を印刷・郵送することなく，ダウンロードする形など
を検討しており，近く変更の予定である． 
 
 
Ⅱ.日本医学会分科会にふさわしいと考えられる貴学会と他の分科会との連携による活動を記載して下
さい． 

 全国公衆衛生関連学協会連絡協議会（2008年設立、23 学協会が参加）に加盟している．同協議会は
日本医学会連合の分科会が多く加盟しており，同協議会の学術集会での発表や、加盟学協会と活動状況
を共有するなど，同会の活動に協力している． 
 地球温暖化の進行による昨今の熱関連超過死亡の増加について，問題意識を共有する，いくつかの分
科会と共同で社会貢献のための研究を模索している． 
 2023 年度には基礎系の薬理・生理・解剖の 3 学会合同大会のシンポジウムに複数のメンバーが登壇
して，ワンヘルスについて社会医学系からの視点を提供し，議論した． 

 
 


